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（キーワード）�SMBC日興証券株式会社、プロボノワーク、サスティナビリティ戦略

（視　点）

　2011年3月に発生した東日本大震災以降、信用金庫の間で地域活性化への取組みや社会貢献

活動が活発である。信用金庫は地域を支える構成員として、これらの活動に取り組むことが求

められ、また日常業務との親和性も高いと考えられる。

　本稿で紹介する「プロボノワーク」は、業務上培った専門知識やスキルを無償で提供する社

会貢献活動の一つであり、欧米諸国では広く普及している。同制度を通じて参加者（プロボノ

ワーカー）は、日常業務で獲得し得ないスキルの習得やキャリアの形成、さらには自社へのエ

ンゲージメントの向上も期待される。そこで本稿では、2020年3月に「プロボノワーク制度」

を導入したSMBC日興証券株式会社の取組事例を紹介する。2021年7月現在、4団体向けにプロ

ジェクトが始動しており、プロボノワークに対する社内の広がりもみられるようになった。

（要　旨）

⃝�プロボノワークとは、自社の有する専門知識やスキルを活用して支援を求める団体などの

課題解決をサポートする社会貢献活動である。

⃝�SMBC日興証券株式会社は、サスティナビリティ戦略を積極化させるなか、2020年3月にプ

ロボノワーク制度を導入した。

⃝�公募を通じプロボノワーカーになった社員は、業務時間の20％までをプロボノワークに充

てることが可能となる。

⃝�これまで10プロジェクトを支援し、延べ88人が参加した（支援中を含む）。参加者の課題解

決スキルの習得やモチベーション向上の面で効果は大きいと同社は分析している。

調 査

SMBC日興証券株式会社の「プロボノワーク制度」

信金中央金庫 地域・中小企業研究所上席主任研究員

刀
と ね

禰　和
かずゆき

之



18	 信金中金月報　2021.9

はじめに

　2011年3月に発生した東日本大震災以降、

信用金庫の間で地域活性化への取組みや社会

貢献活動が活発である。信用金庫は地域を支

える構成員として、これらの活動に取り組む

ことが求められ、また日常業務との親和性も

高いと考えられる。

　本稿で紹介する「プロボノワーク」は、業

務上培った専門知識やスキルを無償で提供す

る社会貢献活動の一つであり、欧米諸国では

広く普及している。同制度を通じて参加者

（プロボノワーカー）は、日常業務で獲得し

得ないスキルの習得やキャリアの形成、さら

には自社へのエンゲージメントの向上も期待

される。そこで本稿では、2020年3月に「プ

ロボノワーク制度」を導入したSMBC日興証

券株式会社の取組事例を紹介する。2021年7

月現在、4団体向けにプロジェクトが始動し

ており、プロボノワークに対する社内の広が

りもみられるようになった。

1．プロボノワークの仕組み

　持続可能な社会の実現を目指すサスティナ

ビリティやSDGsに注目が集まるなか、わが

国企業の間で「プロボノワーク」に取り組む

動きが出てきた。プロボノとは、ラテン語で

『公共善のために』を意味するpro bono publico

の略で、社会的・公共的な目的のために、業

務上培った知識やスキルを無償提供する社会

貢献活動を指す。欧米諸国の法曹界などで浸

透しており、わが国では2011年3月に発生し

た東日本大震災の復興支援活動を通じて知ら

れるようになった。

　企業が取り組む社会貢献活動にボランティ

ア活動がある。ボランティア活動とプロボノ

ワーク、さらにはビジネスの関係をみていく

と、非営利目的の活動がボランティア活動お

よびプロボノとなり、ビジネスは営利目的の

活動と位置付けられる（図表1）。次にボラ

ンティア活動とプロボノの違いは、ボラン

ティア活動が特定のスキルを必要としないの

に対し、プロボノは専門的な知識や技術、ス

キルが求められる。東日本大震災の復興支援

活動では、がれき撤去などがボランティア活

動だったのに対し、弁護士や司法書士、医師

などが行った専門家相談（無償活動）はプロ

ボノに分類される。

　プロボノとボランティア活動を支援（先）団

図表1　ボランティア活動・プロボノ・ビジネスの違い
分　類 ボランティア活動 プロボノ ビジネス

目　的 公共的・社会的な課題解決が目的、営利目的ではない。 営利目的である。

手　段 スキルに限らず、幅広い参加方法
がある。 専門的な知識や技術、スキルを活用する。

対　価
基本的に無償が前提となる。
（支援先団体が実費負担、第3者が負担等する「有償ボランティア」も
ある）。

何らかの方法で、利益を上げる見
込みがある。

（備考）図表1から8までSMBC日興証券株式会社資料より信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成
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体に対する関わり方で比較すると、プロボノ

への参加にあたっては特定のスキル等に基づ

いて特定期間継続的な支援を念頭に活動する

一方、ボランティア活動は特定のスキル等を

要することなく単発的な活動に留まる性格が

あることから、プロボノは活動に対する関与

の度合いが大きい（図表2）。その一方で、参

加可能な人数や条件はボランティア活動より

限られる。

2�．SMBC日興証券株式会社の「プロ
ボノワーク制度」

（1）開始の経緯

　SMBC日興証券株式会社は、2020年3月、

一歩踏み込んだ社会貢献活動を実現するた

め、業務時間の一部を用いた「プロボノワー

ク制度」を導入した（図表3）。もともと同

社の属する三井住友FGが主体となって同様

の施策（役職員ボランティアプログラム）に

取り組んでいた。グループ各社から参加者を

募り、社会課題の解決に取り組むNPOなど

と連携して活動するもので、同社社員の参加

実績もある。同社は同施策を高く評価してお

り、より多くの自社社員に同様の活動を経験

できる機会を提供したいと考え、同社独自の

「プロボノワーク制度」を導入した。

　同社が同制度を導入した理由に、業務時間

の一定程度の利用を認めることで社員の参加

意識を高めることが挙げられる。また、同制

度の導入目的は、①サスティナビリティ戦略

の実現、②社員教育・意識改革の場の提供、

③多様な働き方の実現となる。

　①サスティナビリティ戦略の実現

　同社は、『経営理念の実現を通じた社会

課題の解決』を経営戦略の柱に位置付け

る。同制度への社員の積極参加を促すこと

図表3　�SMBC日興証券株式会社の概要
会 社 名 SMBC日興証券株式会社
本店所在地 東京都千代田区丸の内3-3-1
資 本 金 100億円

株 主 株式会社三井住友フィナンシャルグ
ループ 100％

純 資 産 866,943百万円

人 員 数 9,538人
※SMBC日興証券単体

国内営業拠点 129店舗

（備考�）2021年3月末

図表2　ボランティア活動とプロボノの比較（イメージ）
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で、社会の持続可能な発展を実現させたい

と考える。

　アイデアや想いがあるものの経営基盤の

弱さや人材が不足しがちなNPOに対し、

平日の業務時間中に一定時間のまとまった

リソースを提供することで、当該NPOの

活動を後押しし、社会経済のさらなる発展

に貢献するサスティナビリティ戦略を実現

する狙いがある。

　②社員教育・意識改革の場の提供

　同社は、同制度を社員教育・意識改革の

場と位置付ける。参加した社員は、日常業

務では獲得し得ないスキルや経験を積むこ

とができる。多人数を動員する従来型のボ

ランティア活動より一歩踏み込んだ社会貢

献活動に社員が携わることで、リーダー

シップや課題解決スキルを獲得して欲しい

と考える。

　③多様な働き方の実現

　同社は、業務時間の20％までを社会貢

献活動に充てる制度の導入など、多様な価

値観・働き方をする社員が活躍できる組織

を目指している。多様性を認める会社とす

ることで、社員のモチベーションやエン

ゲージメントの向上も期待される。

（2）制度の仕組み

　プロボノワーク制度は、社内公募により選定

された社員がチームを組んで支援団体（NPO）

の課題解決に取り組む制度である。同制度の

仕組みは以下のとおりとなる。

　①事務局（主管部署）

　同社の経営企画部サスティナビリティ推

進室が担当する。

　②活動期間

　半年間を1サイクルとし、年2回（2期）

活動を実施する。6月と11月に参加希望者

を公募し、選定された社員は7月または1

月に人事発令を受ける。これは通常業務に

加えて、業務の一環として同活動に携わる

ので、人事異動の発令が必要となるためで

ある。プロボノワーカーに選定された社員

は業務時間の20％（週1日）を上限にプロ

ボノワークに従事する。

　③支援団体（NPO）

　支援対象は、同社が選定する。支援団体

の抱える課題のうち同社が専門性を発揮し

て支援可能なテーマ（プロジェクト）に対

応する。支援団体は、同社がSDGs活動な

どで接点を持つ組織に加え、プロボノを専

門とする認定NPO法人サービスグラント

による推薦も活用する（注1）。

　④募集対象

　募集対象は、役員を含む同社社員である

（パート社員等を除く）。所属部署や勤務地、

年次、役職などは問わない。

（注）1．同団体のHPは、https://www.servicegrant.or.jp/
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　募集形態は、業務のなかで活動に取り組

む参加形態（プロボノワーカー）と、業務時

間外のプライベートの時間を使って参加す

る形態（サポーター）の2種類がある。参加

を希望する社員は、業務の繁閑や自身のラ

イフスタイルを勘案し、プロボノワーカー

またはサポーターのどちらかで申し込む。

　⑤募集人数および条件

　1支援団体につき6〜7人の参加者（プロ

ボノワーカーおよびサポーター）を募集す

る。プロジェクト単位での活動となるので、

事務局は、支援団体およびプロジェクトの

要件に応じて、参加人数やチーム編成を検

討する。

　なお募集の条件は、『ビジネスの企画・

立案や、プロジェクトマネジメントの経験

がある方』や『コミュニケーション能力が

高く、チームプレーを重視される方』など

となり、総じて活動への意欲を重視する

（図表4）。

　⑥選定

　専用フォームによる応募書類の提出およ

び事務局との（オンライン）面接の結果を

踏まえ参加者を選定する。面談に要する時

間は1人30分程度である。

　⑦プロボノワーカーの処遇

　プロボノワーカーまたはサポーターに選

定された社員は、事務局の運営するプロボ

ノワークプロジェクトのチームメンバーと

なる。プロボノワーカーは期間中、業務時

間の20％までをプロボノワーク活動に充

てることができる。

（3）制度導入時に課題となった点など

　プロボノワーク制度の導入にあたり、同社

内で課題となった点などを取り上げる。信用

金庫が実際に同様の制度導入を検討する際の

参考情報となろう。

　①支援団体との契約締結

　支援団体に対する支援内容や個人情報の

取扱いなどはプロジェクトよって異なるた

め、一律様式の契約締結に馴染まない。そ

のため、支援団体との間で協定書や機密保

持契約の締結は個別対応とする。また業務

の一環として活動するので、同社の会議室

やパソコンなどを使用することは問題ない

と考える。

　②労働力の無償提供の位置付け

　同社社員の労働力を支援団体に無償提供

することは、ボランティア活動やCSR活動

の延長と位置付ける。

図表4�　求められるスキル・人物像（第2期公
募の例）

⃝�ビジネスの企画・立案や、プロジェクトマネジメン
トの経験がある方
⃝�コミュニケーション能力が高く、チームプレーを重
視される方
⃝業務推進や、組織基盤強化のサポートができる方
⃝�好奇心とチャレンジ精神を持ち、バイタリティのあ
る方
⃝�異業種の方たちと協働し、団体のさらなる成長を目
指して一緒に働ける方
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　③参加しやすい仕組みづくり

　同社のなかには、プロボノワークに消極

的な考えを持つ所属長が当初はいたのも事

実である。そこで応募にあたって、所属長

を経由せず直接事務局に申し込む仕組みと

した。選定後に事務局が所属長と調整する

場合もある。

　④参加者の人事異動

　プロボノワーカーやサポーターが活動期

間中、他部門に異動するケースもある。そ

こで異動にあたっては、異動先の上司に同

制度の趣旨を伝えたうえで理解や協力を求

めるが、異動先の事情で継続参加が困難と

なることも想定する。これまで任期中に異

動をした社員もいるが、異動後もプロボノ

ワークに携わっている。

　⑤参加者の偏りの可能性

　企画段階で、営業部門における顧客対

応・数値目標との両立が困難との意見もあ

り、応募が本社の非営業部門に偏る心配が

あった。しかしながら蓋を開けると、全国

から応募があり、また、営業部門の社員が

半数を占めた。性別や年齢、役職も多様で

あり、当初想定した社員の混成チームを編

成できている。

　この理由として、プロボノワークはオン

ライン上でのミーティングを活用すること

で勤務地に関係なく参加できること、隙間

時間を活用したミーティング参加や作業な

どが可能であること、自身のスキルアップ

や新しい経験を求める社員の受け皿となり

得ることが挙げられよう（図表5）。

　⑥労務管理の徹底

　本業とのバランスや業務時間外で膨大な

時間をプロボノワークに充てる社員の労務

時間が懸念されたため、プロボノ活動に費

やした時間の管理を行っている。

　なお、第1期参加者に対する調査結果で

は、1週間の作業時間は、『週7.5時間未満

だった』が64％、『だいたい週7.5時間程度

だった』が32％となり、活動が大きな負

担にはなっていないようである。

3．取組内容

　実際の活動は人事発令に合わせて開始とな

る。各チームはリーダーを決め、事務局と連携

しながら具体的な支援活動に取り組む（図表6）。

図表5　ミーティングの様子

（備考�）SMBC日興証券株式会社提供
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　専門性を活かすプロボノワークの特徴およ

び昨年来のコロナ禍ということもあり、活動

の大半はオンライン上で行われている。参加

者はオンラインで会議を行い、会議結果を踏

まえて各自または複数人で具体的な資料作成

などを行う。支援団体との打合せなども可能

な限りオンライン上で行っている。そのた

め、地方からの参加者が活動面で不利になる

といった問題は生じていない。

　各チームの活動内容は、事務局発行のレ

ポートに加え、中間報告会や最終報告会を通

じて社内に広く還元している。

　プロボノワークの最終目標は、社会課題の

解決と同時に同社のカルチャー改革でもあ

る。そのためにも、より多くの社員に対する

周知と理解が必要と考えており、同社社長を

はじめとする経営陣や参加者の上司にも報告

会などへの参加を推奨している。

4．導入に対する評価

（1）実績

　2020年3月から9月実施の第1期は2団体に

32人が、2020年1月から6月実施の第2期は4

団体に28人が参加した。2021年7月に開始し

た第3期には4団体に28人が参加中で、延べ

人数では88人となる（いずれもプロボノワー

カーとサポーターの合計人数）。繰り返しと

なるが、プロボノワークに参加する社員の属

性は多様であり、新たな人間関係の構築など

に貢献している。

（2）同社の評価

　プロボノワーク制度に対する同社の評価は

総じて高い。同社は、共存共栄、革新性、親

切で正直という価値観を創業時から大切にし

ており、プロボノワークの考え方とも相性が

良い。また社会のインフラを担う金融機関と

して、NPOなどが抱える人材・資金不足とい

う根本的な課題を解決する仕組みとしてプロ

ボノワークが幅広く浸透することを期待する。

　参加者の上司からの評価も高く、『自分の

知識が社会貢献に活かせたといった意見や、

通常業務だけでは会えない人と連携する良さ

といった意見を聞いて、ぜひ多くの人に参加

図表6　具体的な支援内容（第2期）
支援団体（団体の活動内容） 支援業務の内容（タスク）

A団体（マイクロファイナンス
機関）

⃝融資事業（マイクロファイナンス）の推進支援
⃝会員事業の展開支援（会員企業のプロボノチームとの協働推進）
⃝コーポレート機能強化
　などから選定

B団体（社会的養護の対象とな
る若年者への支援）

⃝児童養護施設出身の子どもたちのキャリア教育に向けた支援
　−インターン受入企業増加のサポート
　−HP掲載記事、団体紹介動画の作成

C団体（ホスピス・緩和ケア等
の担い手の育成）

⃝コロナ禍で影響を受けた事業戦略の見直しや、収益多様化のサポート
　−中期ビジョン策定のアドバイス
　−戦略実現のための実行計画支援

D団体（主に食物アレルギーの
子どもの誤食事故防止の啓発）

⃝主力事業の一部であるビブス事業の拡充支援
　−業務プロセスの改善、効率化
　−販路拡大のためのマーケティング
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して欲しいと思った』、『支援団体からの謝意

を聞き、社員が素晴らしい貢献をしたのだと

肌で感じ、管理職としては送り出して本当に

良かったと思った』などの意見が寄せられた。

　一歩踏み込んだ社会貢献活動として同活動

は社内にも広がっており、例えば2020年度

には同社支店と連携した支援活動も行われた

（図表7）。

（3）参加者の反応など

　プロボノワーク参加した社員は、日常業務

とは異なる活動を、社内の他部門の社員と連

携して実施することで、リーダーシップやス

キル習得に繋がったと評価する。自身の日常

業務が社会課題の解決の一端を担うことに自

信を持ち、業務へのモチベーション向上、さ

らには同社に対するエンゲージメントも高

まっている。

　実際、第1期の参加者に対するアンケート

調査の結果をみると、『自身の視野が広がっ

たり、人間的成長につながった』などの回答

が目立つ（図表8）。日常以外の人的ネット

ワーク構築や活躍の場を設けることで、同社

社員の成長が期待される。

（4）今後の課題

　この1年半はコロナ禍という特殊環境下で

の活動であり、参加者が一堂に介したり、懇

親したりすることは難しかった。そのため、

今後の課題として、リアルでの活動とオンラ

イン上の活動の両立が挙げられる。

おわりに

　信用金庫は地域のイベントや各種活動に携

わることが多く、地域住民からの期待も大き

い。特に、単純な労働力の提供だけでなく、

金融知識を活かしたアドバイスなどのニーズ

は強いと言える。また、信用金庫は地域の構

図表7　支店との連携事例
⃝�主に神奈川県下の児童養護施設の子どもたちへの就
労支援を行っているNPO法人Eに対して、より多く
の子どもたちに自分らしい「働き方」を実現してもら
うために、溝ノ口支店、戸塚支店、新百合ヶ丘支店
の協力を得て、就労先企業の紹介・拡大に貢献した。

図表8�　質問「プロボノプロジェクトに参加したことで、ご自身の考え方や生活にどのような変
化や影響がありましたか？」

� （単位：人）

項　　　　目 そう思う ややそう思う あまりそう
思わない そう思わない

自身の視野が広がったり、人間的成長につながった 11 13 1 0

人脈やネットワークが広がった 11 13 1 0

社会に対して役に立っているという実感が持てた   5 12 7 1

社会問題やNPO・地域団体に対する見方や考え方が
変わった 12 11 1 1

ボランティア活動に関する興味関心が高まった 13 11 0 1

（備考�）第1期参加者に対するアンケート調査の結果
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成員として、当該活動への参画についての親

和性も高いと考えられる。

　本稿で紹介したプロボノワークは、制度化

の有無にかかわらず多くの信用金庫が既に取

り組んでいると思料される。今後、さらなる

活動活発化のため、新たに制度化するのも一

案ではないだろうか。

〈参考資料〉
・SMBC日興証券株式会社ニュースリリース、ディスクロージャー誌等


